
第 19 回少年少女親善剣道錬成大会実施要項

1. 名　　　称 第 19 回少年少女親善剣道錬成大会

2. 目　　　的 日頃学んだ剣道の錬成を通じて、お互いに生涯の友人となる。

3. 対　　　象 長野県及び近隣の少年剣道クラブに所属する小・中学生

4. 期　　　日 平成 29 年 8 月 4 日（土）

5 日（日）

5. 会　　　場 信州大学　松本キャンパス　第 1 体育館、第 2 体育館

6. 主　　　催 成剣会（信州大学学友会剣道部　OB 会）

7. 後　　　援 信州大学学友会剣道部、上越教育大学剣道部

8. 大会内容 8 月 4 日（土）

09：30 現地集合

10：00 開校式

10：30～12：00 理論実習

（竹刀・防具の手入れと修理法、剣道着・袴の畳み方：子供向け）

            12：00～13：00 昼休み

13：00～16：00 実技講習

（礼法・基本の確認・互角稽古・試合稽古）

8 月 5 日（日）

08：00 開場

08：30 審判会議

09：00～12：20 開会式・個人戦

12：20～13：00 昼休憩

13：00～ 団体戦

試合終了後 閉会式

閉会式終了後　 合同稽古会

＊日程の時間帯に関しましては試合の進行上、多少のズレが生じる可能性があります。あらかじめご了承いただきま

すようお願い致します。

9. 講習会指導者 折口　築（信州大学名誉教授）　剣道教士七段

直原　幹(上越教育大学大学院芸術・体育教育学系　教授　副学長)　剣道教士七段

池川　茂樹(上越教育大学大学院芸術・体育教育学系　准教授)

廣野　準一（信州大学学術研究院総合人間科学系　講師）

補  助 成剣会・信州大学学友会剣道部学生・上越教育大学剣道部学生

10. 審判員構成    各団体より先生方を      2      名派遣していただきます。

成剣会・信州大学学友会剣道部学生・上越教育大学剣道部学生

11. 補助員構成　  各団体より補助員を      1      名派遣していただきます。  (  交代可  )

成剣会・信州大学学友会剣道部学生・上越教育大学剣道部学生

12. 試　合　方　法　　　　以下、小学生は低学年を 1～3 年生、高学年を 4～6 年生とする。

１）団体戦

A) 予選リーグ及び決勝トーナメント方式により行う。

B) 出場チームについては、各団体 2 チームまで登録可能とする。

C) 下記学年制限による 5 人制にて行う。

a) 先鋒：小学生低学年

b) 次鋒：小学生低学年または小学生高学年

c) 中堅：小学生高学年

d) 副将：小学生高学年

e) 大将：中学生

D) 登録選手数は、１チームにつき小学生低学年 4 名、小学生高学年 4 名、中学生 2 名の

選手の登録を可能とする。

E) 試合は先鋒から副将まで（小学生）を 2分 3 本勝負、大将（中学生）を 3分 3 本勝負とし、

勝敗の決しない場合は引き分けとする。



F) オーダーは試合開始前に各試合場の審判主任に提出する。

G) 予選リーグにおけるチームの勝敗は下記の順に決定し、全て同数の場合は引き分けとする。

a) 勝者数

b) 総取得本数

H) 予選リーグの各ブロックにおけるチームの順位は下記の順で決定し、全て同数の場合は代

表者により決定する。代表者戦は、時間を区切らず勝負が決するまで 1 本勝負を行う。

a) 勝ち点（勝ち：3点　負け：0点　引き分け：1点）

b) 勝者数

c) 総取得本数

I) 決勝トーナメントにおけるチームの勝敗は下記の順で決定し、全て同数の場合は代表者に

より決定する。代表者戦は、時間を区切らず勝負が決するまで 1 本勝負を行う。

a) 勝者数

b) 総取得本数

J) 決勝トーナメントによりそれぞれ優勝、準優勝を決定し、3位決定戦により 3位を決定する。

K) 先鋒・次鋒戦においては、場外反則をとらない。

２）個人戦

A) 小学生低学年の部 （男女混合）

小学生高学年の部 （男女別）

中学生の部 （男女別）

B) トーナメント方式により行う。

C) 小学生は 2分 3 本勝負、中学生は 3分 3 本勝負とし、勝敗の決しない場合は、時間を区

切らず勝負が決するまで 1 本勝負の延長戦を行う。

D) 決勝トーナメントにより、それぞれ優勝、準優勝を決定し、3位決定戦により 3位を決定する。

E) 小学生低学年の部においては、場外反則をとらない。

13. 表　　　彰 団体、個人共に優勝、準優勝、3位は 1 人または 1 チームとする

14. 参加費用 ①個人戦　　　600円×人数

＊各団体の個人戦出場者は 25 名までとする

②団体戦　　 3,000円×チーム数

＊各団体の団体戦出場チーム数は 2 チームまでとする

③昼食代　　1 人 1 日あたり 600円

＊2 日とも希望される場合は 1 人あたり 1,200円

＊必要な団体のみの申し込み

④宿泊費　　　7,800円×人数(静風荘)　　7,500円×人数(ホテル末広)

＊1泊 2食

＊必要な団体のみの申し込み

＊宿泊先：静風荘

〒390-0306 長野県松本市南浅間 634-5

℡:0263-46-0639 　FAX:0263-46-3266

ホテル末広

〒390-0804

長野県松本市横田２丁目７番７号

℡:0263-32-0929　 FAX:0263-32-0580

＊各費用の支払い方法、宿泊先案内等、詳細については申し込み後にお知らせ

します。

＊宿泊場所は申し込み人数により、こちらで決定いたしますのでご了承ください。

15. 申　　 込 別紙参照の上、必要事項をご記入ください。

( 6/26  （月）締切 下記連絡先までご郵送、またはメールにてご連絡ください。

7/3 までに、郵送の場合は電話にて、メールの場合は返信メールにて確認の連絡をいたします。確

認の連絡をもって申込完了とさせていただきます。確認の連絡がない場合は、申し訳ありませんが

再度ご連絡お願い申し上げます。)

16. そ　の　他 ①各団体で出場者分の背中目印（紅白タスキ）を持参して下さい。



②審判員は半袖白シャツにネクタイを着用して下さい。ブレザーの着用は任意とします。剣道衣・袴

でも構いません。

③主催者側として、傷害保険等への一括加盟は致しませんので、各団体で責任をもって対応をお

願いします。

④ 8 月 11 日(金)における理論実習では、私服でお越しください。

⑤ご不明な点等ございましたら、下記連絡先までご連絡ください。

試合規則及び審判規則
全日本剣道連盟試合審判規則及び細則に基づく。

但し、下記の項目については、本要項の定める通りとする。

1. 本大会の試合場は、10ｍ四方（縦 10ｍ×横 10ｍ）とする。

2. 竹刀計量は行わないが、下記のような竹刀の使用は認めない。

(ア) テープの巻いてある竹刀

(イ) 着色をほどこした竹刀

(ウ) 破損のある竹刀

(エ) 他の危険用具（先革の破損など）

3. 面紐の長さは、結び目より４０ｃｍ以内とする。

4. 足袋・テーピング・サポータの確認は行わない。

大会注意事項
1. 本大会は、ボランティアで運営します。

2. 貴重品は、各自・各団体で責任を持って管理してください。

紛失等が生じた場合、大会当局では一切の責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

3. 場内でのフラッシュ撮影は厳禁とします。

4. 開会式直後の第 1 試合は、審判長の合図により一斉に開始します。

5. 試合中、計時係以外による試合時間の計測を禁止します。

6. 選手はできる限り、合同稽古と閉会式に参加して下さい。

7. その他の事項並びに問題が生じた場合には、審判長の判断に委ねます。

8. 昼食時間は設けない可能性があるので、各団体でとるようにしてください。

9. 大会中、各自・各団体から出たゴミ等は、責任を持ってお持ち帰りください。

10. 靴、サンダル等の下履きにつきましては、ビニール袋を用意しますので各団体でまとめて管理してください。

11. 大学敷地内およびその周辺での喫煙は一切禁止します。

大会実行委員長　  　信州大学大学院 1 年剣道部 OB

桂川司　℡：090-4188-5957

E-mail：shonenshojokendo@gmail.com
　　　　　　　　　　〒390-0303　松本市浅間温泉 3-20-9ハイツ田村 211号室


